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ホクテガイ稚月 (穀長 3cm以上)の生産量 10万個を目標に､室内で人=採苗をした稚貝 と天然採苗

稚月を用いて中間育成を行浸ったo

施設 の設置場所お よび構造

川 設 置 場 所 平内町茂浦地先 第1図参照

(2)施設の構造 第2-3図参照
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東稀第1図 中間育成

施設 置々場所第2図 中間育
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第 3図 筏構造模式図

飼 育 方 法中間育成開始 昭和 43年 7月 22日

～ 7月30日第 1回手入分散 昭和 43年 8月26日

～9月13日第2回手入分散 昭和43年 10月21

日～11月14日中間育成終了 昭和 44年 2月1日～

2月11日採取した稚貝殻長 5

m以上を､ 4mm目ノlL ル に約 70O個

体/ネ ッ トに怒るように収容し､ 7個連

結 して垂下した.その後稚貝が成長するに

従って 6mm目および9mm目パールネ ッ

トに順次移 し換え､収容智慶 も700､ 20

0､ 100､ 50個体/ネ9トに調節 した

o また 25mLn以上の稚月を 12m17n

目5段アy ドンネットに100個体/1段の割合で収容垂下 した｡この間稚貝の成長と生残率の測定を行在った

.結 果(l) 中間育成期間中の時期別殻長組成は第1表および第4図に示 したように､中

間育成開始時平均殻長8nz鴫 ったものが9月13日で 21茄拡とをb､.10月23日で27nmに成長 し

たoこれを更に分散 し収容数別測定を 1月23日に行怒った結果では､ 20個体/ネッ トで57mm,

50個体/ネットで45mm. 100個体/ネ ッ トで35nz仇と夜b成長差がでた0分散時にネIj･ト面

積に対する収容稚貝の占める面積が 67%～81%の過智度では成長が悪い

ことが認められた.第 1表 稚月の分

散時期別収容量 と成長分散 (ネット交換時期) 稚貝の穀長(cm) ネ ッ ト当Dの収 収容稚月が占
め ネット面積ーこ対する収等量 (個) る面積

(C崩) 容椎貝の割合い eyo)採 苗7月22日～ 7月 30日 平均 0.8

0.5-1.4 600 584 558 月26日～ 9 月 9 日

2.11.1.-5.0 200 882 8110月21日～1
1月14日 2.71.6-5.5 100

729 6750 564 55



第5図 天然稚月 と人工稚月の成長

-1'17- (2)パールネットの目

合別の成長には変化をく

､5段アンドソネットの成長が

劣っていたO(3) 天然採苗稚貝

と人工採苗稚月の成長比較は第5図

のようになった｡ 9月13日天

然採苗稚貝は平均穀長 21n

m､人工採苗稚貝は 18mあっ

たものが 11月22日では同じ

サイズとをD､その後天然採苗

稚貝を潮通 しのよいところに中層

張した延縄に移動して飼育 したとこ

ろ､ 1月23日の測定では平均

殻長 45nmに成

長 し人工採苗稚見 よb7nln大

きかった○(4)生存率では11月

23日測定で 20 0個体/ネ3

･ト収容の人工採苗稚貝は 9

0感､天然採苗稚月で92

感 となっているo(5)海水水温は8月

上旬平均23.5℃ (

水産増殖センター防液 糖 突 端 表 面 水

温)で最高を示 し､除 に々降下し

･10月上旬から急激に降下､

1月下旬で平均 5.5℃ となっ

ているo 比重は大きを変化はをく25.0

4±2.20であったo考

察9､ 10月VC成

長が悪かったのは､パールネ ッ トに
収容した稚貝の占める面積が 8

1%にも及び智慶過剰となった為と思われ､分散



^工採苗と天然採苗稚貝の成長差は稚貝の優劣ではをく､潮通しが悪く､波浪による動揺と垂下の密

集 した筏の影響と思われるo

生存率では^工採苗稚貝で 90%､天然採苗稚貝で92%とをってお b中間育成中の尭死は問題がを

い ように思われるo
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